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第３１号
みんなで育む 豊かな心・健やかな体・確かな学力

今週水曜日(11月22日)に、４年生が社会科
と理科の学習として「秋田ふるさと村」へ出か
けました。「星空探険館スペーシア」でプラネ
タリウムの星や星座の観察を通して、星の明る
さや色、動きについて学んだり、「七宝焼き」
体験や工芸展示館の見
学をしたりと、終日楽
しい時間を過ごすこと
ができました。

［１１月２２日(水)］
秋田ふるさと村

地域にとび出そう！ 地域に学ぼう！

～器楽部が素晴らしい演奏を披露しました～

先週18日(土)、美郷町総合体育館リリオスを会場に開催された
「第31回大曲仙北小学校交流演奏会」に、本校の器楽部が参加し、
会場に集まった大曲仙北地区の器楽部の子どもたちや多くの観客
を前にして、大変素晴らしい演奏を披露しました。
今回の演奏会で披露したのは、秋田県

横手市出身のシンガーソングライター・
○○○さんの代表曲「明日はきっといい
日になる」です。保護者の皆さんが見守

る中、日頃の練習の成果を十分に発揮し、堂々と演奏する姿に
目を見張るものがありま
した。
また、演奏した曲は、

アップテンポでとてもノ
リの良い曲で、演奏が始
まるや否や会場からは自然と手拍子が生まれ、会
場にいる誰もが「内小サウンド」に夢中になって
いました。何よりも感動したのは、演奏した曲名
のように、演奏を通して会場にいる全ての人たち
を「明日に希望がもてる気持ちにさせてくれた」

ということです。本校の器楽
部の子どもたちに心から感謝
したいと思います。
今回の演奏会のために、器

楽部員の保護者の皆様方には、
楽器の搬出入等でたくさんの
ご支援とご協力をいただきま
した。本当にありがとうござ
いました。

第３１回大曲仙北
小学校交流演奏会

演奏前の楽器の準備

歯切れよく堂々と内小器楽部を
紹介する６年生部員

観客の心を一つにする見事な演奏を披露！

６年生部員と主担当の○○先
生、学級担任の○○先生

大仙市出身の作曲家・○○○氏によるクリニ
ックで、大曲仙北スーパーキッズが演奏した
「もみじ」(文部省唱歌)も見事な演奏でした。



先月までは、すこやかタイムを利用して子どもたちは長距離走
を通して体力づくりに励んでいましたが、今
月から縄跳び運動に切り替えて業間運動に取
り組んでいます。縄跳び運動に汗を流した後、
子どもたちは「なわとびチャレンジカード」
にその日の跳んだ回数を記録して、自分の頑

張りを確認しています。
縄跳びは、跳ぶ脚だけでなく、縄を回す腕にも疲労がたまることから、全身を鍛える

ことができる有酸素運動と言われています。ジョギングよりも運動
強度が高く、時間対効果に優れた運動です。
これからの季節は、天気の悪い日が続き、屋

内での運動が主になります。手軽にできる縄跳
び運動を通して、これからも子どもたちの体力
づくりを続けていきたいと思います。

おめでとうございます！

【百冊賞】
○○ ○○さん（１年）

子ども読書通帳表彰（10/31付け） 今週21日(火)の朝に、
１年生の子どもたちへ
「ぽけっと」さんのメン
バーである○○○○○さ
んが読み聞かせをしてく
ださいました。今回読ん
でいただいたのは、「く

まが うえに のぼったら」という絵本です。子ど
もたちは「太陽の『もどりなさ～
い！』のセリフのところがおもし
ろかった。」「星たちが空から降っ
てくるところがおもしろかった。」
と感想を話してくれました。
次回「ぽけっと」さんによる読

み聞かせは、来週29日(水)【２年
生】の予定です。

「ぽけっと」さんの読み聞かせ １年生

～11月は“森の中のフクロウさん”～

本校の図書ボラン
ティア「ぽけっと」
さんが図書室の飾り
付けを11月をイメ
ージしたものに変え
てくださいました。
秋の夜長に森のフ

クロウさんたちが楽
しそうに

遊んでいる様子をとても素敵な装飾と
して仕上げてくださいました。ありが
とうございました。

今日は何の日？
いい にほんしょく

2013年に「和食」がユネスコ無形文
化遺産に登録されてから、今年で10周
年を迎えます。日本には春・夏・秋・冬
の四季があり、地域によって異なる気候
風土のもとに、様々な食文化が育まれて
きました。中でも、微生物の働きによっ
て保存性やおいしさを高めた「発酵食品」
は和食に欠かせないものです。
和食の特徴を知り、食文化を理解し受

け継いでいくことは、日本人として大切
なことだと思っています。学校給食でも
和食がたくさん登場します。
今日の「和食の日」をきっかけに、子

どもたちには和食のよさに目を向けてく
れればと願っています。また、自然の恵
みや秋田の食の豊かさにも感謝しなが
ら、毎日の給食を楽しんでほしいと思っ
ています。


